千葉県がん診療連携協議会　教育研修専門部会　がん看護研修部会
平成30年度　がん看護研修会報告

研修テーマ：すぐに使える！対がん患者や多職種チーム医療に求められるコミュニケーションスキル
開催日時・会場：2018年10月28日（日）10:00～17:00　　千葉駅ペリエホールC
研修の目的：
１）がん看護に求められるコミュニケーションスキルを習得し、患者－看護師関係が発展できる
２）多職種連携に必要なコミュニケーションスキルの活用により、チーム医療のパフォーマンスを高めることができる
３）自施設の看護師に対して、コミュニケーションスキルを高めていくための教育的役割に取り組める

１．実施結果
　がん看護研修部会委員が所属する21施設に募集を行い、９施設21人の参加があった。年齢は40歳以上が全体の65％を占めており、主任や副看護師長、看護師長など役職につかれている研修生が60％を占めていた。事前アンケートでは70％の受講生が「患者や家族との関わりにおけるコミュニケーションの困難」を感じており、研修に参加されていた。

２．企画評価
研修の開催状況については、曜日や時間等おおむね８割以上の研修生が満足・まあまあ満足しているという結果であった。研修企画についても同様に80％以上で満足・まあまあ満足との回答が得られた。　
[bookmark: _GoBack]講義は「がん患者とのコミュニケーションスキル（講義・ロールプレイ）」「多職種連携（講義・GD・ロールプレイ）」「教育的役割の発揮について（講義）」の３部構成であった。どの講義においても、９割以上で満足・まあまあ満足という結果が得られ、また研修前後の理解度も全ての項目で上昇していた。よって、テーマの選定、研修の内容ともに適切であったと評価する。

３．運営評価
　山田みつぎ委員、伊藤淳子委員（千葉県がんセンター）が企画運営した。当日の会場設営や進行は武村妙子委員(船橋市立医療センター)、金綱由希子委員（千葉医療センター）、小泉はるか委員（日本医科大学千葉北総病院）の協力を得て、研修は滞りなく終了した。
　次年度への課題として、今年度は企画書の作成が遅れたことにより各施設への研修案内の配布が研修日の１ヵ月前となってしまった。勤務調整の都合上、研修生の集まりが悪かったことから、研修2-3ヵ月前までには募集案内を配布する事とする。また、研修生の昼食は各自でお願いしていたが午後の開始時間に間に合わない研修生がおり、決められたスケジュール通りの研修プログラムを行うには各自昼食を予め用意したうえで会場内での食事をとることが望ましい。

４．千葉県看護協会への研修協力について　
高い満足度、研修後評価が得られたこと、ニーズの高い研修であることから、同内容の研修を継続していく事が望ましいと考え、看護協会へ研修協力について打診中である。
